
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和４年８月２２日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 野村ひろし

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

高齢者の役割と居場所について

⑴ 市長は令和元年１０月の所信表明で、「高齢男性を中心

にした人達が、地域に戻り、地域の一員として活躍する

ための仕組みづくりが必要不可欠だと強く感じます。」と

述べている。高齢男性が地域の一員として活躍する仕組

みづくりをどのように進めてきたのか。

⑵ 「地域の一員として活躍する場」以外にも、高齢者の

特技や趣味が生かされることで、生きがいを感じたり、

気軽に集まれたりするような居場所も必要である。さら

なる高齢化に備えて、どのように取り組んでいくのか。

２

特別支援教育の推進について

⑴ 特別支援教育推進において、そのニーズに応えるため

には教員等の増員が必要であるという声は多くあるが、

それ以外にどのような課題があるか。

⑵ インクルーシブ教育システム構築に向けて、長久手市

教育振興基本計画においても一人ひとりの教育的ニーズ

に応じた指導・支援を行うために、合理的配慮に基づく

多様な学びの場の環境整備を掲げている。合理的配慮を

今後どのように進めていくのか。


